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平素より市立吹田市民病院だよりをご愛読いただきありがとうございます。
ご意見がございましたら市立吹田市民病院までご連絡ください。

当院におけるがん診療について
当院は、がん医療水準の向上及び安心か
つ適切ながん医療が選択できることを目
的として大阪府が指定する「大阪府がん
診療拠点病院」に認定
されています。
がんについて、当院
ホームページにて解説
をしていますので、記
載のQRコードよりご
確認ください。

令和５年３月31日（金）健都ライブラリーにて、第15回市民公開講座を開催しました。テーマは
「 吹田市民病院での外科治療をわかりやすく、ていねいに 」でした。
当院消化器外科　部長　廣瀨 創が大腸がん治療について、部長　桂 宜輝が肝・胆・膵手術につい
て、お話をしました。また、健都パークライフ創造パートナーズ　健康運動指導士　横田 彩氏によ
る椅子を使ったストレッチを実施しました。34名の方が参加され、熱心に話を聞いておられまし
た。

令和５年５月11日（木）から15日（月）の５日間でオッペン
化粧品株式会社にて「ばら園」の一般公開がありました。

肝・胆・膵とはどのような機能を備えているのか、という話から始まり、良性疾患
と悪性疾患のそれぞれの特徴を説明したうえで、実際の検査方法、治療方法、手術方
法をお話しました。特に手術方法では、腹腔鏡下で行われる手術が、以前と比べ増加
しており、いかに低侵襲で身体にダメージが少ない手術であり、術後からの回復が早
いかをお話しました。

がんになる確率、年齢別、死因別、部位別、国別の統計から見る大腸がんの特徴を
お話したうえで、積極的に大腸がん検診を受診し、早期発見、早期治療することが重
要であるかを説明しました。また、病状の進行状況毎に異なる治療の流れや治療方法
について、実際の手術の写真を見ていただきながら解説をしました。これからの治療
について、手術方法としてなるべく体へのダメージを少なくする治療の選択、がん治
療と緩和ケアを並行していくことへ切り替わってきている事を説明し、医療が発達し
ていることをお話しました。

令和5年の新年度を迎えるにあたり、一言ご挨拶申し上げます。

令和2年4月から私は病院長の職に就いておりますが、この3年
間はまさにCOVID-19に翻弄された3年間であり、医療崩壊の境界
線上を彷徨うような日々も経験しました。しかし、当院はこの逆境
を耐え凌ぎ、病院全体が一丸一体となって日々の難題を克服し現在
に至っております。

令和5年3月頃から、このコロナ禍はようやく終息の灯火が見え
はじめ、日々の生活に活力が戻り始めています。5月8日からは感染症法上の取り扱いも季節性
インフルエンザと同等のレベルに引き下げられることになりました。ただ病気はCOVID-19の
みではなく、その陰に隠れていた多くの重要な病気が表に出てくる可能性も危惧されていま
す。我々市立吹田市民病院のスタッフは、これからも現状を的確に把握し、今取り組むべき重
点課題に一所懸命取り組んでおります。

さて、「我々の病院はより良い病院に進化しつつあるのだろうか？」「平成30年12月に新
病院に移転し器は立派になったけれども、中身はそれに相応しいものだろうか？」　

このように自問自答する毎日ですが、いつの時代においても医療の本質は変わりません。そ
して市民の皆様に信頼していただかなければ良い医療を提供することはできません。

これからも「市民とともに心ある医療を」の理念を念頭に、常に市民の皆様に愛される市民
病院を目指して素晴らしい病院づくりに努力してまいります。今後ともこれまでと変わらぬご
支援をよろしくお願い申し上げます。
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間はまさにCOVID-19に翻弄された3年間であり、医療崩壊の境界
線上を彷徨うような日々も経験しました。しかし、当院はこの逆境
を耐え凌ぎ、病院全体が一丸一体となって日々の難題を克服し現在
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第1５回 市民公開講座を開催しました

当院ホームページ
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「どうする大腸がん治療」
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（全322種、3,200本余のばら園の様子）
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医療安全活動と患者相談（サポート）を行なっています。医療安全
活動として、
① 現場の情報取集
② マニュアル作成
③ インシデント事例に関する情報収集とフィードバック
④ 医療安全情報の提供、教育企画運営、広報等
医療事故が発生した際は、患者さんへの影響が極力少なくなるよう
指示、指導、情報収集を行ないます。時には患者さんに寄り添い直接
お話を伺うなどして、安心安全な医療が提供できるよう安全防止策を
講じています。
患者相談（サポート）として、患者支援センター医療福祉相談室に
患者さん相談窓口があり、相談に来られた患者さんやそのご家族の相
談内容について医療相談室職員と情報共有し、当該部門に業務の是正
や改善の検討を指導し、結果を相談者へ回答しています。

第１回は、主に医療安全活動を行っている「医療安全室」を紹介します。
患者さんにはなかなか馴染みのない部署で、診療や治療を病院の内側から支えている
「お仕事」を今号から紹介していきます。

教えて、吹田市民病院のお仕事　新任医師のご紹介
坂浦  博伸

診療科  整形外科(主任部長)
コメント
　整形外科的な病気やケガだけでな
く、患者さん全体を診て、最良の医療を
提供できるように最大限努力してまい
ります。よろしくお願いいたします。

さか  うら　  ひろ  のぶ

瀧川  貴生
診療科  消化器内科(医長)
コメント
　4月から赴任しました。皆さんのお役
に立てるように一生懸命がんばります。
よろしくお願いいたします。

たき  がわ     あつ   お

濱口  恭子
診療科  放射線診断科(医長)
コメント
　4月から赴任しました。よろしくお願
いいたします。

はま  ぐち    きょう  こ

宮本  愛子
診療科  呼吸器・リウマチ科(医員)
コメント
　患者さんに寄り添った診療ができる
ように尽力いたします。どうぞよろしく
お願いいたします。

みや  もと      あい    こ

上畠  聡志
診療科  整形外科(医員)
コメント
　4月から赴任しました。よろしくお願
いいたします。

かみ  はた 　 さと　 し

南條  貴俊
診療科  リハビリテーション科(医員)
コメント
　4月から赴任しました。市民の皆さん
のお力になれるようにがんばります。
よろしくお願いいたします。

なん じょう    たか   とし

竹山  廣志
診療科  外科(医長)
コメント　ロボット手術を含めた大腸
手術が専門です。安全で精度の高い手
術を心がけています。皆さんのお役に
立てるようがんばりますのでよろしくお
願い申し上げます。

たけ  やま      ひろ   し

井手  盛子
診療科  循環器内科(部長)
コメント
　4月より赴任させていただきました。
自分の得意分野を活かして皆さんのお
役に立てるようがんばらせていただきま
す。

 い     で       せい    こ

山本  有美子
診療科  呼吸器・リウマチ科(医員)
コメント
　4月より呼吸器・リウマチ科で勤務さ
せていただいております。地域の医療
に貢献できるようがんばりますので、よ
ろしくお願いいたします。

やま  もと       ゆ     み     こ

堺　  聡美
診療科  外科(医員)
コメント
　４月よりお世話になります。乳腺外
科医として地域の医療に貢献できるよ
う力を尽くしてまいります。よろしくお
願いいたします。

さかい           さと    み

山肩  正輝
診療科  腎臓泌尿器科(医員)
コメント　大阪市立総合医療センター
から異動してきました。ロボット手術や
腹腔鏡手術を軸に幅広く診療していま
す。これからよろしくお願いいたしま
す。

やま  がた      まさ   き

大谷  温巳
診療科  麻酔科(医員)
コメント
　4月から赴任しました。よろしくお願
いいたします。

おお  たに     あつ    み

第1回  医療安全室でのお仕事

医療安全室

私たちは間違いや失敗から学び、次に活かすためにありのままの事実をつつみ
隠さず報告しやすい環境づくりを心掛けています。インシデントやアクシデント
が起こった原因やその背景にあるものは何かを追求し、問題を解決するようにし
ています。患者さんが安心できる医療・療養環境を提供するために、職員も働き
やすい環境を提供することができるようなルールづくりに取り組んでいます。

ハインリッヒの法則というのがあり、1件の大きな事故の裏には、29件の軽微
な事故、300件のヒヤリ・ハットがあるとされています。重大事故防止のために
は、情報（報告）キャッチが大事です。その大事な情報（報告）がタイムリーに
入ってくるよう、常日頃、あらゆる職員とのコミュニケーションをとり、「ほ
う・れん・そう」が当たり前、かつしやすい雰囲気の職場づくりを目指します。

病院内の運用上のルールを取り決める機会が多いので、安全な治療処置、検
査、看護を実践するためのマニュアル作りをしています。医療安全に関わるマ
ニュアルなので様々な部署と打ち合わせをするため、それだけに完成した時はス
タッフから感謝の言葉かけをしてもらえた時はやりがいを感じます。

転倒予防ポスター

患者誤認防止策ポスター

リスク看護委員会
マスコットキャラクター
リスクィーンちゃん


